
自然の恵み！　
ＧＷ　・　(ゴールデンウイーク)
“八女新茶摘み体験へ行ってみよう”

（八女茶の里ふるさとオーナー事務局）

　　　令和７年度　市民との協働によるまちづくり提案事業　活動事例報告

八女茶の里ふるさとオーナー事務局



１．活動の内容

（八女茶の里ふるさとオーナー事務局）
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〇活動の目的（目標）

伝統本玉露栽培を都市住民との交流を通して、里山の
自然・生産者の理念等も伝え、八女茶の魅力を深堀し、
八女茶の魅力を伝えることを目的とする。

〇活動内容（どういったことをしたか）
〇　八女新茶摘み体験

開催日：　令和７年４月２９日（火）・５月３日（土）・５月５日（月）

①　12:30～13:00　受付（茶娘衣装無料貸し出しは、事前予約が必要）

②　13;45～14:05　新茶摘み体験（29日=煎茶・3日=かぶせ茶・5日=伝統本玉露）

③　14:35～15:35　日替わりイベント

　　　　　　　　　　　　（29日=ホットプレートでお茶作り・お茶餅つき・八女茶試飲）

　　　　　　　　　　　　（3日・5日=穂先タケノコ狩り・お茶餅つき・八女茶試飲）

④　15:35～16:00　わかば製茶工場見学

⑤　16:00～　　　　八女茶に関する質疑応答・解散

みんなで集合写真

伝統本玉露園で一芯二葉摘みを体験の様子

〇活動の様子



２．活動の成果

（八女茶の里ふるさとオーナー事務局）
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〇緑茶（伝統本玉露）栽培を生産するだけでなく、生産
過程・里山の自然・生産者の理念・消費者との交流・　
ふれあい等を通じて、都市住民との交流・体験活動を
行うことで、地域活性化の一助になればと考えている。

〇昨年度は、福岡県観光広報誌『クロスロードふくお
か』『旅の特集』の中で“八女茶の魅力を発見お茶摘み
体験で日本の文化に触れる旅”に掲載され、多くの方
が、八女茶の里・八女新茶摘み体験にご参加いただき、
一部の方は茶園オーナーになって、リピーターとして応
援いただくなど、成果をあげてる。

わかば製茶工場見学

摘んだ茶葉を入れて餅つき



３．今後に向けて

（八女茶の里ふるさとオーナー事務局）
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【活動をとおして分かったこと（課題）】

〇参加者から、八女茶の生産されているところを見て
みたい。生産者の話を直接聞きたい。八女茶のことを
もっと知りたい。など多くの意見が聞かれた。

【今後の活動のビジョン】

〇八女茶の生産の背景にあるもの(八女茶の歴史・
八女の里山の四季・生産者の思い)を含めて情報発
信していきたいと考えている。

〇八女新茶摘み体験の希望者は年々増えてきてい
ますが、どうお迎えするかか今後の課題であると捉え
ている。

自分でついた餅は、最高に美味い。

　

茶摘み体験はいポーズ！　


